
平和な未来のために　　　　　　　　《高校生・一般の部　金賞》
広島市立広島特別支援学校高等部三年　山田　悠太郎　

私たちの広島市立広島特別支援学校職業コースは、恒久平和を願うヒロシマの心を継承するために平和学習に取り組んでいます。昨年私はその取組をまとめて自分の思いを発信するという貴重な体験をしました。そのことを通して分かったことは、相手の考えを価値あるものとして大切に思って耳を傾けることでお互いの考えを理解し合うことができるということです。また、人と共感し合うことの大切さも学びました。身近なことでは、一人では解決できないことや課題に直面したときに、友達や自分にとって共感し合う関係が助けになりました。多くの人と共感し合うために何をどう伝えるかを考えることで、平和な未来のためにすればよいことが分かったような気がしました。そのようにして学んだことで私が決意したことは、尊重し合うことを大切にしていくことです。私はこれからも、世界中の人々が自由に意見を織りなし、お互いの主張や考えを尊重し合うことのできる社会にすることが大切であることを、様々な機会に発信し続けていきたいと考えました。
私が看護師を目指す理由　　　　　　《高校生・一般の部　銀賞》
広島皆実高等学校三年　仁井内　春寧　

私は学校で看護を学んでいます。私が看護師を志した理由は、一つは小さい頃からの憧れだったから、もう一つは病気や障がいを持つ人に自分の姿を見て欲しいと思ったからです。
私は生まれつきの心臓の病気があり、十三歳の時に大きな手術をしてその時から「身体障害者」となりました。入院や手術・運動制限など周りの子と同じ生活ができず、つらい思いをする日が多かったです。しかし、今は毎日高校に通い看護を学べています。皆と同じように出来ない事はたくさんあっても自分のペースで自分のできる事を精一杯頑張って充実した日々を送っています。そんな私の励みは同じく障がいや病気があっても懸命に生きている人達です。障がいや病気があっても幸せな人生は送れるし、夢は叶えられる事を多くの人が証明しています。私の夢は看護師です。多くの患者さんに障がいや病気があっても夢を叶えて働く私を見て欲しいです。だから今の私にできる事は夢に向かって前向きに「今」を大切にして私の人生を生きる事です。
勇気のある一言　　　　　　　　　　　《高校生・一般の部　銅賞》

広島皆実高等学校三年　波光　七星　

「なにかお困りですか。」この一言は私にとって言おうにもなかなか言いだせない言葉だ。駅のホームや街の中あらゆる所で困っている人を見ては何も声をかけられなかったことが何度もある。
昨年の夏、電車の中で倒れた女性に対して「大丈夫ですか。」と声をかけることはできた。その後一緒にホームに降りベンチで休んでいても声をかけることしかできなかった。しかし話をするうちに「いい看護師になってね。いてくれるだけでうれしいよ。」と私の夢に対しても後押ししてくれるそんな温かい言葉をかけてもらった。その時から自分は何も助けてあげることはできないけれど勇気のある一言で誰かに寄り添えるようになろうと思った。
今日も街中で困っている人に対して声がかけられるそして助けの手をさしのべられるそんな大人や持ち前の明るさと笑顔で患者さんに元気を与えられるような看護師に私はなりたい。
ボランティアに参加して感じたこと　　《高校生・一般の部　銅賞》
広島皆実高等学校二年　木村　千遥　

　私は高校に入学するまで、人のためになにかしようと思ったことはありませんでした。しかし、高校で衛生看護科に進学し、一年生の時からボランティアに参加するようになりました。
　その中で特に印象に残っているのは、視覚障害者の方と南区を散歩するボランティアです。このボランティアに参加する前は、視覚障害者の方には特別な介助が必要だと思っていました。しかし、実際に一緒に歩いてみると、肩を持っていただいて、段差の有無を教えるだけで、私たちと同じようにスムーズに歩けることがわかりました。また、お話をする中で、食事やインターネットなども自分でされているということがわかりました。
　このように、特別な介助が必要なわけでなく、私たちができる介助だけでも十分だれかのためになることがわかりました。これからもたくさんのボランティアに参加して自分のできることをしていきたいと思います。
　

人の役に立つということ　　　　　　　《高校生・一般の部　入選》

広島城北高等学校一年　栗栖　虎太郎　

幼い頃から人の役に立ちたいと思っていた。そして、最初に見つけたのは献血だ。献血について調べてみると「条件は十六歳以上」と書かれていた。その頃、未だ十六歳になってなかった。そして、先月の五月で、やっと十六歳になり、その日にすぐ献血に行った。
献血ルームに行くと、みなさんが
「誕生日に来てくれたの！？ありがとう！」
と言ってくれた。とてもうれしく感じた。私の血で他の方が助かると思うと、さらに感動した。「次の献血には一か月空ける」と書いてあったのでまた今日も行きたい。
また、十八歳になったら骨髄ドナーに登録ができるようになる。これも献血の時と同様に、誕生日に登録をしに行きたい。
今でも人の役に立ちたいという思いは変わらない。これからも困っている方や助けを求めている方がいたら些細なことでも進んで力になりたい。
勇気の連鎖　　　　　　　　　　　　　《高校生・一般の部　入選》

広島皆実高等学校二年　藤原　舞　

　私は毎日学校まで電車を使って通学しています。登校時も下校時も満員で椅子に座れる日はほとんどなく、壁にもたれかかり毎日ある朝テストの勉強をするのが日常です。
　ある日の下校中、列の先頭に並んでいた私は満員電車の中たまたま空いていた四人がけの椅子に座ることができました。私は部活帰りで疲れていたうえに久々に座れたことに喜んでいました。その為、目の前にいる高齢者さんに気付きませんでした。すると隣に座っていた女子大学生の方がその高齢者さんに席をゆずっていました。その時、小説や映画ではなく実際に席をゆずる人を初めて見ました。私は「あの女子大学生さんの様な人になりたい！」と強く思いました。
　それから私は席が空いていても立つようになりました。私よりも席を必要としている人がいるかもしれない、座りたくても座れない人がいるかもしれないと考えるようになりました。私が誰かにしてあげられることは少ないけど、私の行動が次の他の誰かの行動につながってほしいと思っています。
当たり前の感謝　　　　　　　　　　　 《高校生・一般の部　入選》
広島皆実高等学校二年　野村　陽　

　私は、毎日自転車で約五十分かけて学校へ通っています。その道中で、多くの地域の見守り隊の方々に出会います。それが私にとっての当たり前のような朝です。
　しかしある日、いつも笑顔で挨拶をしてくれる女性に出会わなくなりました。家を出る時間を早めても遅めても、出会うことが出来ず、何かあったのかと毎日不安になります。最近は、何とも言えない寂しい気持ちで通学しています。そしてやっと気付いたことがあります。それは、朝早くに道に立って私たちの安全を見守り、笑顔で送り出してくれる方たちがいることは、決して当たり前なんかではないということです。
　このことに気付いてから、見守り隊の方々と出会うと嬉しくなり、自然に感謝の気持ちが湧くようになりました。今はまだ恥ずかしさもあり、少し自転車のスピードを落として挨拶をすることしか出来ないけど、いずれは感謝の気持ちも添えられたらいいなと思っています。皆さんも些細な事でも感謝の気持ちを伝えてみませんか。
　
みんなが暮らしやすく　　　　　　　　《高校生・一般の部　入選》
広島皆実高等学校二年　松岡　こころ　

私は何度かボランティアに参加したことがあります。その中でも一番心に残るのは目の見えない方と一緒に歩くというボランティアでした。なぜなら、そのボランティアが私の意識を大きく変えてくれたからです。
そのボランティアでは、目の見えない方、パートナーの方と市内のあらゆる場所を腕を組み、一緒に歩くという内容のものでした。そこでは、私達は何も感じないもの物に対してもハンディのある方では怖かったり不安を感じてしまうことがとても分かりました。そのため私はその方が安心して歩くことが楽しいと思えるように工夫をすると、ボランティア終了後に一緒に歩いた方が、「楽しく歩けた。ありがとう。」と声をかけてくれました。
その日から私は身近にはハンディをもつ方が困っている場面が多くあることに気づき、そのような場面を見つけると自分から「何かお困りですか。」と声をかけたり、手助けをするように心がけています。全ての人が心地よく過ごせるよう困っている人への手助けは大切だと思います。
私にできること 　　　　　　　 　　　《高校生・一般の部　入選》
広島皆実高等学校三年　大岡　深乃　

私はだれかの生きる理由になりたい。
世の中にはいじめが原因で生を諦める人がいるだろう。私の周りにも明日にはいない人がいるかもしれない。いじめだけではなく、もっと別の理由で人生を暗く考えたり、悩み事を打ち明けられなかったり、自分の意見を言えなかったりで「生きる」ことを楽しく思わない人もいるだろう。「生きる」ことはそれだけで素晴らしくて、楽しくて、最も尊いのに当たり前すぎて「生きる」ことに感謝するのを忘れている私たちは「死」を考えたことはあるだろうか。楽観的に眺めるのではなく、抽象的に捉えるのではなく、真剣に向き合った時「死」とは「孤独」だと気がついた。だから私は「生きる」理由になって、だれかを「死」から救いたい。そのためにはまず、「だれか」を探すことだ。家族や友人、クラスメイト、先輩、後輩など、周囲の人間の中に「だれか」いないか観察し、力になることだ。私にできることは限られるが、小さなことから大きなことまで、一つひとつゆっくりと「だれか」と共に「生きる」ことだ。
将来に向けて　　　　　　　　　　　　《高校生・一般の部　入選》
広島皆実高等学校三年　渡橋　柚果　

　
小学生の時、初めての入院のため不安でいっぱいだった私に明るく笑顔で接してくださったり、励ましてくださった看護師さんが、今でも忘れられません。
　私は今、衛生看護科の三年生です。今年から病院での本格的な臨地実習が始まりました。実習の中でいちばん難しいと感じたことは、患者さんとコミュニケーションをとることです。元々人と話すことが好きで、コミュニケーションは得意分野だと思っていました。しかし、患者さんの心情や認知機能を理解できず、お話を拒否されたことがありました。その時、思い浮かんだのはあの看護師さんでした。小学生の私でも分かりやすいように説明をしてくださっていたことに気づき、私も患者さん一人一人に合わせたコミュニケーションがとれるようになろう、と目標が定まりました。
　これからの実習も、勉強も頑張って絶対に看護師になります。そして、小学生の時の私と同じように不安を抱えている患者さんを一人でも多く笑顔にしていきたいです。
　
大変だと思うこと　　　　　　　　　　《高校生・一般の部　入選》
広島皆実高等学校三年　生徒　

　
「将来の夢は看護師なん？大変じゃね。」
よく言われる言葉。「大変じゃね。」
　確かに看護師は大変だ。毎日大量の業務を行う。息をつく暇もなく、別の仕事が入り込む。患者さん中心に、患者さんのために動いているからだ。
　では、看護学生はどうか。もちろん大変だ。毎日多くの記録や課題、指導がある。休憩時間が潰れることも少なくない。しかし、この〝大変〟はありがたいものだ。なぜなら、この思いは先生や指導者の方が、私たちの将来のために動いてくださっている証拠だからだ。
　今年のテーマを見てふと思う。私は『誰か』である。多くの方が、誰かのためにできることをされていて、私はその恩恵を受けている。私自身が誰かのためにできること。この恩恵を繋ぐために。それは、未来の誰かのために、知識を精一杯吸収して現場で活躍することだ。　
　「大変じゃね。」はい、大変です。でもそれって、誰かのために動いている証拠だから、嬉しいです。
髪の輪　　　　　　　　　　　　　　　《高校生・一般の部　入選》
広島皆実高等学校三年　三浦　早由紀　

　
癌や白血病、先天性の無毛症、不慮の事故によって髪の毛を失ってしまった子どもに寄付された髪の毛を使って医療用のウィッグを無償提供する活動「ヘアドネーション」。これは二〇一六年からＮＰＯ法人により行われている活動だ。
小さい頃に母に結んでもらった髪の毛、一緒に生活してきた髪の毛を切るとき、私は悲しくなって泣いてしまうことがある。バーバーチェアの周りに散らばった髪の毛がスタッフの方によって片付けられていく所を見ると私の中の思い出までもが失われていっているような気分になってしまうのだ。
ヘアドネーションで髪の毛を寄付すると私の髪の毛は医療用のウィッグになり髪の毛を失ってしまった子どもの一部になる。髪の毛を母に結んでもらった時の嬉しく幸せな気持ちが伝わると良いなと思う。少しでも綺麗な髪の毛を寄付するために、まずは髪の毛をドライヤーで乾かすところから始める。
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